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「棚倉町小・中学校学びのあ
り方検討委員会」意見書

　【意見書の主な内容】
　同一年度の出生者が70人を下
 

回ることが続く見込みであるこ
　とや複数の学校で複式学級が見
　込まれる場合には学校統合や義
　務教育学校を検討する。

  令和4年度 


令和4年度、令和5年度の出生
者数が70人を下回る

令和4年度と令和5年度の2カ年

の出生者数から、教育委員会は

統合に向けた検討が必要である

と判断し、検討委員会の設立準

備等を進める。

準備委員会の設立、住民意見
交換会の開催

・住民意見交換会の開催
　（5回開催、参加者71名）
・町立学校統合準備庁内検討委
　員会設置、開催（4回開催）
・町立学校統合準備委員会
　設置、開催（4回開催）

平均築年数は            年51

課題2　教育施設の老朽化

学校名 建築年 築年数

棚倉⼩学校 昭和41年 築60年

社川⼩学校 平成9年 築29年

近津⼩学校 昭和39年 築62年

棚倉中学校 昭和47年 築54年

これまでの検討のあゆみ

学校統合が必要な2つの課題

出生数は

年間              人

　R4:59人

　R5:64人

　R6:43人

　R7:39人

課題１　児童生徒数の減少

小学生 中学生

H27

R元

R7

R13

811 433

743 385

578 347

374 243

1,244

1,128

925

617

高野地区住民意見交換会

現在ある町立学校を１つに統合して、新しい校舎の

「施設一体型  義務教育学校」の令和14年度開校を目指す
令和7年度に決定した
学校統合の方向性

※施設一体型義務教育学校…小学校と中学校の9年間の義務教育を一つの校舎で行う学校

今後も
検討

状況を
お伝

えしま
す

39
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令和7年度から本格的に始まった棚倉町の学校統合に向けた準備。こどもたちと地域の未
来のために、これからの学校の姿を考えています。「未来の学び舎だより」では、準備
の進捗状況をお知らせします。

　令和7年7月に開催した住民意見交換会で
は、保護者のみなさまや地域のみなさまからた
くさんのご意見やご質問をいただき、ありがと
うございました。
　いただいた声を参考に学校統合に向けた検討
を進め、その状況を「未来の学び舎だより」や
町ホームページ等で随時お伝えします。

R13は見込み数



統合準備委員会令和8年度統合準備委員会の委員紹介
（敬称略・順不同）

▶地域住民代表者（学校運営協議会等）
橋本 義治、山口 昂太郎、石井 由美子、塩田 綾子、𠮷田 一榮

▶保護者代表（PTA）
和田 浩志、宮澤 幸子、曽我 雅吉、藤田 辰之進、高田 雅士、石橋 大輝、梶 孝行、北郷 大志

▶学校・幼稚園代表者（校長・幼稚園長）

齋藤 雅彦、菊池 呂之（副委員長）、深谷 麻紀、鈴木 信司、西牧 武美、金澤 禎子、鈴木 雅人

▶学校教育有識者

石井 二郎、緑川 喜秋、八槻 浩子、吉田 絵里子、益子 秀一（委員長）

主なうごき
令和８年度の

一歩ず
つ進ん

で

います
。

基本構想・基本計画の策定

目指すべき学校建設のコンセプトや整備

方針を定める「基本構想」と、施設計画

等に関する基本的な考え方を整理する

「基本計画」の策定を進めています。

基本構想・基本計画の策定
を専門家がサポート

基本構想・基本計画の策定にあたり、調査

を行い、各種検討に専門的知見を取り入れ

るため、策定支援業務を委託しました。

【受託事業者】

  株式会社教育施設研究所　東北事務所

候補地の比較・検討

義務教育学校の整備候補地について、さ

まざまな視点から検討を進めています。

【4つの候補地】

  棚倉高校跡地、ルネサンス棚倉敷地、

  棚倉中学校敷地、町内の平坦な土地

各委員会を開催しました

8月に今年度1回目となる、町立学校統合

準備庁内検討委員会と町立学校統合準備

委員会を開催しました。

令和8年度は各委員会を年4回程度開催す

る予定です。

次号予告

次号では、4つの候補地の比較・検討状況や第2回

統合準備委員会の様子などをお伝えします。

next issue

令和8年度は、施設一体型義務教育学校の整備に向けた敷地の選定や、「基本構想・基本

計画」の策定など、具体的な検討を進めています。

義務教育学校関連

の情報はこちら

町ホームページ
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